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１．はじめに 

建設現場や災害時において，谷や河川により

工事用の搬入路や作業スペースが設けられな

い箇所に仮設橋が用いられる 1)。仮設橋は，短

期間の利用を目的としており，簡易的に設置可

能な施工性とコスト低減が求められる 2)。 

一般的な仮設橋は，ほとんどの場合，その材

料に鋼材が用いられ，クレーン等を用いて架設

されている。本研究は，これよりも安価で簡単

に架設できるプレキャストコンクリート部材

の開発を目的としたものである。 

本研究で想定する仮設橋は全長 3.0m，幅

0.6m，作業員 1 名が仮設橋の片側から組み立て

及び歩行が可能な構造とし，材料となるコンク

リートはコスト低減のため普通強度として，高

強度化のためのシリカフューム等の混和材は

使用しない。プレキャストコンクリートの組み

立て架設にはクレーン等を用いずに人力のみ

で施工できることとし，部材の接合には鉄筋や

ボルト等の金属部品を使用せずに鎌継を再現

した接合方法を検討した。 

 

２ 断面の決定手順と架設イメージ 

部材の断面は図 2.1 の手順で決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決定した 1 セットのプレキャスト部材を図

2.2 に示す。1 セットは 2 つの同一脚部 14.9kg

（①，②）と床版部 16.4kg（③）の 3 パーツか

らなる。プレキャストコンクリートの 1 パーツ

の重量は，成人男性 1 名の人力だけで運搬が可

能である 20kg を上限と設定した。 

まず先行して①，②の脚部，次に③の床版を

架設する。これを繰り返して橋軸方向に架設長

を延伸していくが，脚部は床版の上を滑らせて

先端の脚部に落とし載せるような形で接合し

ていく（図-2.3）。 

 
 

 

① 

③ 

② 

図-2.1 断面決定手順 
図-2.3 2 セット目の組立中 

図-2.2 プレキャスト部材１セット
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３ 断面照査 

３．１桁床版の応力度 

作業員 1 名の体重を 60kg と設定し，衝撃な

どの影響を考慮して体重を 1.3倍した値を活荷

重として許容応力度設計法により照査するこ

ととした。先に示したとおり断面係数が高く，

軽量化がしやすい形状の π 型断面を採用した。 

応力度の計算結果を表-1 に示す。  

 

 

３．２ 脚部接合部の応力度 

 床版と脚部の接合方法は，木材継手に用いら

れる鎌継を基に設計した。凸部と凹部への地震

等の揺れによる水平荷重(自重×0.2)を想定して，

各部の断面積が最小になる箇所での最大曲げ

応力度とせん断応力度について検証した。表-2

に示す通り，最大曲げ応力度が 3.0 未満，せん

断応力度が 0.23 未満となるように決定した。 

 

 

３．３ 許容応力度の考え方 

応力度の計算の結果，最大曲げ引張応力度は

3.0N/mm2未満，0.23N/mm2未満となることを確

認している。道路橋示方書では，設計基準強度

24N/mm2 の場合 の許容せ ん断応力 度を

0.23N/mm2 と示しており，設計基準強度

24N/mm2 以上で曲げ引張応力度が 3.0N/mm2，

となるコンクリートの配合設計を行い使用す

ることとした。  

４ 型枠作成 

組み立て時の仮設橋は，形状が繊細である接

合部の凹凸箇所の成形に精度が求められるた

め，型枠の材料に厚さ 5mm のアクリル板を用

い，図面のデータを同期したレーザー切断機に

より型枠の壁面を作成する。アクリル板の接合

にはアクリルサンデー接着剤を用い，アクリル

板のパーツに接着剤を塗布した直後に木材で

作成した土台で接着部を固定し，24 時間放置

して接着を完了とする（写真‐1）。 

  

 

４．今後の検討 

 コンクリートの使用材料はどこでも入手可

能なものとして，特別な材料は使用しない。設

計基準強度としては，W/C50%程度で割裂引張

強度が 3.0N/mm2 程度になることから，今後ど

の程度が現実的な設計基準強度であるか検討

を進める。 

 今後，図-2.2 断面のプレキャストコンクリー

トを試作し，模擬架設や構造実験を実施して，

断面形状や接合部形状，接合方法，架設方法な

どさらに検討を進める。 
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写真‐1 接合部の型枠検討 

完成時最大曲げ応力度 1.538

完成時せん断応力度 0.076

完成直前最大曲げ応力度 1.428

完成直前せん断応力度 0.069

表-1 応力度計算結果（N/mm2） 

凸部曲げ応力 2.833

凸部せん断応力 0.189

凹部曲げ応力 2.833

凹部せん断応力 0.189

表-2 接合部許容応力度計算結果 
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